
認知症ケアパス一覧表(サービス・支援早見表)

MCI(軽度認知障害)➊ MCI(軽度認知障害)❷ 認知症初期 認知症中期 認知症後期

認知症の前兆
本人・家族の行動

周りの支援
認知機能の低下はあるが

日常生活は自立

誰かの見守りがあれば
日常生活は自立 日常生活に手助け・介護が必要 常に介護が必要

本人の様子や行動

家族はどう接したら
良いか

介護予防・悪化予防

医療とその周りの役割

介護保険

本人の擁護

二本松市の取り組み

□頻繁ではないが物忘れがみられる
□金銭の管理・買い物などはできる

□軽い物忘れが頻繁にある
□出来事は部分的に思い出せる
□金銭の管理・買い物等ミスがある
□約束したことを忘れる
□うつのような状態・不安が強い

□最近の出来事についての記憶障害
□言葉がでない
□段取りが必要な料理・服薬管理・
電話応対等ミスが目立つ

□怒りっぽくなる

□昔の出来事や十分に学習したことの
記憶は保持されるが、新しいことは
急速に記憶から消える

□日時や場所、季節を誤認する
□着替え・食事・トイレを失敗する

□重度の記憶障害 断片的な記憶は残っ
ている

□家族の顔がわからなくなる
□意思疎通ができなくなる
□日常生活の多くに介助が必要になる

□就寝・食事等生活リズムを整える
□地域の活動・通いの場・いきいき
サロン等に参加し人と交流を持つ

□かかりつけ医を定期的に受診する

□普段の行動に変化が見られたら、かかりつけ医または地域包括支援セン
ターに相談する(ひとりで抱え込まないことが大事)

□将来のことや今後予想されることを家族全員で話し合う
□階段の上り下り、火の始末等の事故が起きないよう環境を見直す

□なぜできないのか、なぜわからないのかと、責めても仕方がない
□本人が懸命に発しようとしている言葉を否定せず、とにかく聞いてあげる事
□まだ全てを失ったわけではないので、本人が出来ることを大切にして、それ
を一緒になって行う

□自分が感情的になりそうな時は、少しの間その場を離れる

〇かかりつけ医 〇地域包括支援センター 〇認知症初期集中支援チーム

訪問介護・訪問看護・通所介護・通所リハビリテーション・小規模多機能型居宅介護・短期入所・住宅改修・福祉用具(レンタル、購入) ・施設入所等

〇通いの場 〇老人クラブ 〇いきいきサロン 〇認知症予防教室 〇生きがいデイサービス

介護保険の検討・手続き 介護認定の申請 介護サービスの利用

〇あんしんサポート(二本松市社会福祉協議会) 〇福島県高齢者総合相談センター 〇福島県認知症コールセンター 〇法テラス福島 〇成年後見制度

〇認知症初期集中支援チーム 〇認知症サポーター養成事業 〇認知症予防教室 〇避難行動要支援者避難支援制度 〇緊急通報システム 〇生きがいデイサービス 〇家族介護教室
〇認知症高齢者等見守りQRコード活用事業 〇配食サービス 〇ようたすカー 〇デマンドタクシー 〇措置入所

本人の胸中
(私たち一人一人がその
気持ちを、少しでもい
いから想像してみる)

□あ～頭がなんかモヤモヤする すっきりしないなぁ
□忘れっぽくなったし、これから色々忘れちゃうのかな こわいよ
□みんなに忘れっぽいって言われたくない 俺はまだまだやれる！
□もう、なんで忘れちゃうんだろう！ほんとイライラする

□うれしい、悲しい、つらい
でも言葉にできない、、、、

□あれ、どうやるんだっけ！わからない もうどうでもいいや
□また怒られるから、コレ隠さなきゃ！
□なんで、そんなこと言うんだ 悪いことはしていない
□お金は本当に大事なもの なくなったのはあなたが盗ったからでしょ

〇認知症サポート医 〇認知症疾患医療センター

MCI(軽度認知障害)とは？
軽度の記憶障害はあるが、一般的な認知機能は問題がなく、日常生活にも支障のない
認知症の前段階をさします。


